
lPAZ内の学校・保育所の児童等の避難 I 

► PAZ内の小中学校の児童等(2施設、 336人）及び保育所の幼児(3施設、 208人）は、 警戒事態になった時点で授業・保育を
中止し、保護者へ引き渡す。

► 保護者への引渡しができない児童等は、施設敷地緊急事態になった場合、教職員等とともに佐賀県が「災害時における緊
急輸送に関する協定」 ※に基づきPAZ内市町のI＼・ス会社が保有するI＼・スで避難し、避難先において保護者に引き渡す。

► 全ての学校・保育所において個別避難計画を策定済み。 ※ 佐賀県と一般社団法人佐賣県n•9•99ケ協会（協力事集警26tt) が、平成29年6月6日に編結

市町名 学校・保育所名称
人数

児童等 職員 合計
げ玄んか海いち町ょう ふたば園 125人 30人 155人

なごや保育園 60人 19人 79人

からっし 加か部し攣島保育園 23人 8人 31人
唐津市

名な護-屋や小学校 107人 14人 121人

篇藉中学校 229人 28人 257人

(5施殷） 合計 544人 99人 643人

乙内閣府Cabinet Office, Gov,rnmc,nt of Japan 

※児童等の人数については、平成30年5月1日現在。:-」|(1)....... 児童等の 1 保謹者が匹虹引き取り
．咸●● （2)児重等のー保護者への引渡し 弓1渡し ジ

--り直しが幽なかった児■等と職員が共に県・市町 ...”備0 811l1mm事艤 手配のI¥＊スで指定先施設に避難。
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墨保m置掌釦ぅあい鱈t誤習白D I児童等の '>I 避朧先施設
出祉lj~校：佐剛晨立佐賃農糞裏疇字校宿習紡 己l瀾 l、 （児童等が住居している地区の避難先） 1 25 

l叩内の医療機関・社会樋祉施設の避難 ―_ -

c
 

乙内閣府Cabinet Office, Govcrnmtnt of Japan 

► PAZ内の医療機関 (1施設8人）及び社会福祉施設(7施設231 人）の全てについて、避難計画を策定済み。医療機
関については、入院患者の状況等をふまえ、佐賀患しが避難先となるう器畏拠点病院を選定。

社会福祉施設については、 30km圏外の佐賀市、多久市、小囁涌、江北町にある施設に避難先を確保。

► 避難の実施により健康リスクが高まる者は、放射線防護対策を講じた屋内退避施設において、避難に必要な準備が
整うまで屋内退避を実施。避難可能な入所者等は、あらかじめ定められた避難先施設へ避難を実施。

► 何らかの事情で、あらかじめ選定しておいた避難先施設が活用できない場合には、佐賀県が受入先を謂整。

<PAZ内8施設の入所者等の避難の考え方

マ

市町名！ 施設名
＂心いちょ91 濯った
玄海町i堀田医院

施設種別

医療機関

避難先 i受入見込人数
災配麟病院（県内1施設） 1 8人

計8人

1く放射線防護対策施設＞

市町名 1 施設名
I 

芍畜！ 妥磁
からつし ・ 1●うじ●●9

唐澤市；． 宝寿荘

施設種別 l定員数

I特別養護老人爪ーム I100人
I I 

l特別養護老人貪ーAI 80人

施設種別 I 市町名 慢入見込人数
I 

I さ凡 I 

特別養護老人 1たくし
i佐賀市 (3施設） I 

爪ーム
多久市 (1施設） 1 180人I ぉぎし

！小城市 (4施設）
lt180人

（遭纏の翼纏により-リ刀が菖攣る●68人）
（それ以外の書112人）

市町名 i 施設名 l 施設種別 1定員数 避難先 1受入見込人数

芦 ' :］記 1-ゲ1-ハ—•I,人 l••■'ll’l •• 鵬"""' ;甘 （碑設）
り鵠t-J°薗爪ーム 祖l」湿韮 (2施設） 51人

げ玄んか海いち町ょう． i, 認知症りW-J゚爪ーム： l 9人 (1施設）

窒鵡'|, 住：墨届！ 有料老人貪ーム I 1 10人 tts1人

げ玄んれ海9ち町ょう1i ※1 佐賀県が避難先となる災害拠点病院を選定
烈逍 虹共生ステ一シ3ン i5人 ※2避難の実施により健康リスりが高まる者は自施設内で鷹内退避

※3 輸送等の避難準備完了後、あらかじめ定められた避難先施設へ避難

※5 福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定された福祉避難所へ移動 26 



五廿におけるPAZ内の在宅の避難行動要支援者への対店 l乙内閣府Cabintt Office, Government of Japan 

げんかいちょう

► 玄海町では、在宅の避難行動要支援者167人全員に支援者がいることを確認。
げんかいちょう

► 支援者の同行により避難可能な者は、支援者と共に集合場所等から、佐賀県又は玄海町が確保す
るI\•スや福祉車両で避難所へ移動。その後、福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定され
た近隣の福祉避難所へ移動。

► 避難の実施により健康リスクが高まる者は、支援者の車両又は福祉車両で、近傍の放射線防護対策
施設へ移動。輸送等の避難準備完了後、避難を実施。

在i〗
□ 

支援者が同行することで避難可能な者 I

支援者と共に徒歩

又は車両で移動

161人（支援者161人）

）じス•福祉

※1集合場所まで移動困難な者は、
自宅から避難先に搬送 福祉避難所※2

(122施設）

収容可能人数：
9,646人

I避難の実施により健康リスクが高まる者 I

。支援者の車両又は福祉車両で移動

|6人 （支援者6人） 1 

放射線防護対策施設

［ 壱’：妥溢
唐津市：ひぜん荘］ 輸送等の避難準備

完了後、避難を実施．

※2 
避難所から近い福祉
避難所を順次伎用
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・ーそ旦懇應，1lo(Japan

► 唐斎し市では、在宅の避難行動要支援者277人のうち241人は支援者がいることを確認。残る避難行
動要支援者については、支援者の確保に向け調整。また、支援者を確保できない場合においても、

行政職員、自治会、消防団員等の協力により避難できる体制を整備。 からつし
► 支援者の同行により避難可能な者は、支援者の車両や、佐賀県又は唐津市が確保するI＼・スや福祉

車両で避難所へ移動。その後、福祉避難所へ移動が必要な者は、避難所で指定された近隣の福祉

避難所へ移動。
► 避難の実施により健康リスクが高まる者は、支援者の車両又は福祉車両で、近傍の放射線防護対策

、…玉の避難準備完了“•

|支援者が同行することで避難可能な者 I 
支援者の車両で移動

l 108人（支援者72人）

支援者と共に徒歩

又は車両で移動

| 125人（支援者125人）

※1集合場所まで移動困難な者は、
自宅から避難先に搬送

1避難の実施により健康リ入りが高まる者 1

支援者の車両又は福祉車両で移動

| 44人 （支援者44人） I 

避難所
(10施設）

'）＼｀ス•福祉車両
で移動

福祉避難所※2

(122施設）

収容可能人数：

9,646人

放射線防護対策施設

ぷ希：ちんぜい荘、

憂温ら:中]

※2 
避難所から近い福祉
避難所を順次使用

鞘送等の避難準備
完了後、避難を実施． 28 
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